
１．はじめに

本工事は、農業用水の需要の増加により用水の

確保の為、老朽化したコンクリート現場打ち用水

路を取壊・撤去後、拡幅した幹線用水路を施工す

る工事です。

水路延長Ｌ＝４９９．５１７ｍ

工事概要

�１ 工事名 ：岩木川左岸（二期）農業水利事業

東俣１号幹線用水路（その４）工

事

�２ 発注者 ：東北農政局津軽農業水利事業

�３ 工事場所 ：青森県つがる市大字出野里地内

�４ 工 期 ：平成１７年 ９月２６日～

平成１８年 ３月２４日

１．土工 １式

２．構造物撤去工 V＝９３４ｍ３

３．基礎工 １式

４．開渠工（鉄筋コンクリートＬ形水路）

L＝４７６．５１７ｍ

５．水路付帯工 １式

３３８８

既設構造物撤去に伴い近接民家に対する
環境及び安全対策

青森県土木施工管理技士会

株式会社脇川建設工業所 工事部

設備管理課長

佐々木 育 男

Yasuo Sasaki

安全管理

写真―２ 完成

図―１ 管理用道路

写真―１ 着工前
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６．撤去・復旧工 １式

７．仮設工 １式

２．現場における課題・問題点

問題点�
現場右岸側に民家が隣接し、左岸側中間付近に、

牛舎（約５００頭飼育）がある為、既設構造物撤去

及び、コンクリートガラ搬出時の家屋及び牛への

騒音・振動等の影響。

問題点�
用水路右岸側の道路は、公道で地元住民及び一

般車両が通行し、１２月からの降雪時の除雪により、

道路幅が狭くなる為、重機械・工事車両と歩行者

及び一般車両との接触事故の防止。

用水路左岸側の農道は、朝夕２回通行する牛の

飼料運搬車との交差が難しく、工事関係車両・重

機械との接触事故の防止。

３．対応策・工夫・改良点

問題�については、低騒音・低振動型及び排気
ガス対策型建設機械を採用し、既設構造物撤去は

圧砕機を使用し騒音・振動の抑制に努めた。

写真―３ 既設用水路圧砕状況

コンクリートガラ運搬時の、振動を抑制するた

め、現場内の速度制限は１０km/h とし、過積載に

ならないように、ダンブトラックの自重計で確認

し作業を行った。

作業開始後、速やかに騒音・振動調査を行い、

規定内（騒音８５デシベル以下・振動７５デシベル以

下）に収まっていること確認し作業を継続した。

写真―４ 騒音・振動調査（構造物撤去作業中）

写真―５ 騒音・振動調査（民家前）

建設機械・工事車両に無理な負担をかけないよ

うにし、不必要な高速運転、無駄な空ふかしを避

け、丁寧な運転を心がけた。

現場内では、作業の無いときは、こまめにエン

ジンを止める、アイドリングストッブを行い、騒

音・振動の抑制に努めた。

又、牛舎の前に防音シート（L＝２７m，H＝３．０

m）を設置することにより牛舎内の騒音軽減を図

り、牛に対し、ストレス回避に努めた。
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問題�については、所轄警察署（つがる警察署）、
道路管理者（つがる市役所）、地元関係者と打ち

合わせを行い、用水路右側は、重機械での作業を

行わず歩行者及び一般車両の通行とし、左岸側を

重機械での作業及び工事車両の通行とし、工事標

識、保安標識を設置し地元住民に理解してもらう

ように努めた。

又、既設構造物撤去作業中は、交通整理員を配

置し、歩行者及び通行車両の誘導整理を行い、コ

ンクリートガラの飛散による事故や、接触事故な

いように安全に努めた。

舎関係者と、毎日、作業完了後、翌日の飼料運

搬時刻を聞き、朝の安全ミーティングで重機械運

転手及び、工事車両運転者に、この時間帯に作業

を中止を周知徹底させ、飼料運搬車との接触事故

防止に努めた。

４．おわりに

今回の幹線用水路の工事において、

当初、心配していた振動・騒音、大気汚染等の

環境に対する苦情や大きなトラブル、重機械・工

事車両と歩行者及び一般車両との接触事故もなく、

無事に工事を終えることができました。

今後も、他工事においても、今回の経験をいか

し、環境・安全対策に取り組んで行きたいと思い

ます。

写真―６ 牛舎前防音シート設置

写真―９ 交通整理状況

写真―７ 道路工事施工承認表（つがる市）

道路使用許可票（つがる警察署）

写真―８ 安全看板
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